
葛尾中ニュース 第１３号
平成２９年１月２７日葛尾中学校長 武口隆行

【重点目標】 ○自ら学び、自ら考え、自分の言葉で表現できる

○思いやりに満ちた自主的な行動ができる

ホームページURL http://www.katsurao.org/ste/jhs/

■1/22 祝優勝！１年小橋翔太君～第１３回相双中学生親善バドミントン大会～
〇大会結果

１年男子シングルス １位 小橋翔太君 ベスト８ 吉田開俊君

共通男子シングルス ベスト８ 小橋誠也君

２年女子シングルス ２回戦惜敗 志賀小春さん

新人戦を終えてから親善試合を目標に取り組ん

できました。部活動の時間は他校に比べると少な

いですが、その分、質を重視した練習を行ってき

ました。その甲斐もあり、学校再開後初めて、１

年シングルス優勝やベスト８に２名入るなど好成

績を出すことができました。この成績に満足する

ことなく、来年度の中体連総合大会では１人でも

多く県大会に出場できるように練習に取り組んで

いきたいと思います。

■1/17 今年度は環境創造センターで放射線学習を行いました
今年度の放射線教育は、三春町に昨年度できた環境創造

センター（コミュタン福島）で実施しました。センターで

は、食品等に含まれる放射性物質の量について、放射線測

定器を用いて調べました。食品には、カリウム４０などの

放射性物質がもともと含まれていて、放射性物質が全く含

まれていない食品はないということで、「きざみ昆布」や

「コーヒー」にも含まれていることがわかりました。給食

に使われる食材、スーパーで販売されている食材は、基本

的に流通前に県が中心となって、原発の事故により新たに

発生した放射性物質が含まれていないかを検査しているので、安全だということでした。

また、世界に２カ所（もう１つは上野にあるそうです）しかないという、全方位シアター

で、「福島の震災当時の状況と今の現状」についての映画を観ました。映画を観た生徒・

職員は、立体的な福島のすばらしい自然等の映像にとても感動していました。展示物も充

実していて、放射線について詳しく学べることができます。来年度も、センターを訪れて

学習したいと思います。

■1/23 生徒会活動ボランティアとしてガラス磨きを行いました
｢１人ひとりが輝く生徒会｣をスローガンに活動している

生徒会ですが、学校や地域のために何かしたいという提案

から、学校から要田駅までの道をきれいにするためのゴミ

拾いを企画しました。日時や方法を生徒会役員の生徒が顧

問教師に提案するなど、積極的な話合いを進めました。

しかし、前の週の土曜日はあいにくの大雪。ゴミは雪に

隠れて見えなかったり、安全面での不安などが心配された

りしたため、予定を変更し、校舎中庭のガラス磨きを全校

生で行いました。途中雪が降るなど厳しい天候の中、１人

ひとりが一生懸命に磨き、曇りのない透明なガラスになりました。予定外の天候への対応

でしたが、生徒の成長が感じられた活動でした。

 教  育  目  標 
◎ 探究心を持ち、自他を敬愛し、              

たくましい行動力を持つ生徒 

（探 究） （敬 愛） （自 立） 

http://www.katsurao.org/site/jhs/


□授業風景④～わかりやすい授業を目指して（理科編）～
１年生の大地の変化の中の「火山噴出物」につ

いて学習しました。今回は、生徒たちに①「自分

の考えを持つ」②「考えを伝える」③「相手の考

えを聞いて、意見をまとめる」と①～③のことが

できるような授業を考えました。理科では、お互

いの意見を発表するときに司会者を立て指示に従

って、話を進めていきます。岩石の観察も積極的

に、すぐに手に取り特徴をつかもうとしていまし

た。元気に発言もできました。今後は、自分の考

えにわかりやすく理由を添えて発表できることが課題です。さらに、適切な指導方

法を考えていきたいと思います。

■県学力調査について分析し、今後の課題について整理しました
昨年１１月９日（水）に行

われた福島県学力調査の結果

から、葛尾中学校の学力と意

識調査について分析しました。

学力面については県全体と

して数学と理科に課題がある

ようですが、本校では、ほぼ

福島県や全国の目標値を上回

っています。課題として、数

学の｢数量や図形などについて

の知識・理解｣に重点を置いた

対策を立てる必要があります。

また、さらなる学力向上の

ために、すべての教科におい

て『知識・理解』の定着から

さらに発展的な学習・体験的

な学習をすすめることで『活用力』の向上も図っていきたいと思います。

生活・学習意欲調査では、４つのカテゴリーについて調査しました。①自己認識、②社

会性、③学級環境、④生活・学習習慣です。③と④については、肯定的な解答が県の平均

値を上回っています。課題としては、｢成功体験と自信｣や｢感動体験｣、｢他者からの評価｣

をどう高めていくかがあげられます。生徒の自己肯定感を高められるような声かけ、見取

りが一層必要なのだと感じました。

２月の行事予定 １８日(土)第４回授業参観

全体・学級懇談会 弁当持参

２日(木)Ⅰ期選抜～３(金) １９日(日)テスト前部活休み～２２日

７日(火)新入生体験入学 ２０日(月)繰替休業日

８日(水)第７回実力テスト(３年) ２２日(水)1,2年期末テスト１日目
９日(木)情報モラル教室⑥ 1保体 2音･美 3理科 4数学

１０日(金)漢字検定３ ２３日(木)1,2年期末テスト２日目
１１日(祝)部活動実施 1国語 2技･家 3社会 4英語
１６日(木)生徒会役員改選選挙 生徒会奉仕部委員会１０

１７日(金)数学検定３ ２５日(土)部活動実施

３月１日(水) 同窓会入会式

４日(土) 部活動実施


